
  島根県感染症情報（月報） 2023年10月 10/2～10/29 (第40週～第43週)

１．県内感染症情報

 １）全数報告感染症（１～５類感染症）

耐性腸内細菌目細菌感染症が5件(松江圏域1件、出雲圏域4件)報告されています。

　　＊週報報告医療機関からの報告患者数(4週換算) ：  

 ２）インフルエンザ及び小児科定点報告 　( )内は月の定点当り報告数(4週換算）　　[ ]は週の定点当り報告数
○インフルエンザ

になることが懸念されています。ワクチン、マスク、3密を避けるなど、充分な対策が望まれます。

○咽頭結膜熱

す。COVID-19・溶連菌・インフルエンザとの鑑別が重要な疾患です。

<div class="graph">
 <b>発生推移グラフ</b> 
 <img src="../../graph/teiten/hanrei_x.png" height="23" width="99" alt="グラフ凡例"><br> 
 <a href="../../graph/teiten/srvg501.htm#kako10"><img src="../../graph/srvx/x501s.png" class="kage" height="145" width="204" border="0" alt="インフルエンザ報告推移グラフ"></a> 
 <a href="../../graph/teiten/srvg601.htm#kako10"><img src="../../graph/srvx/x601s.png" class="kage" height="145" width="204" border="0" alt="咽頭結膜熱報告推移グラフ"></a> 
</div> 

 

 ３）眼科定点報告
　急性出血性結膜炎及び流行性角結膜炎の報告はありませんでした。

 ４）性感染症報告

が6件の患者発生報告があります。

 ５）基幹病院報告

○細菌性髄膜炎 ：1件。 <span class="md2">○無菌性髄膜炎</span>：0件。 <span class="md2">○マイコプラズマ肺炎</span>：0件。

○クラミジア肺炎 ：0件。 <span class="md2">○感染性胃腸炎(ロタ)</span>：0件。

：23件。地区別では東部3件(13%)、中部13件(57%)、西部7件(30%)、隠岐0件

 年代別では70歳以上が16件(70%)を占めています。　

○ペニシリン耐性肺炎球菌感染症 ：0件。 <span class="md2">○薬剤耐性緑膿菌感染症</span>：0件。

２．病原体検出情報（２０２３年８月～２０２３年１０月の検出結果）

　　　　　　　ス3型、パラインフルエンザウイルス2型、ライノウイルス、ヒトメタニューモウイルスが検出されています。

<end>2023年8月から2023年10月までの診断名別病原体検出数：島根県保健環境科学研究所(一部抜粋)
病原体名・型  
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診断名 1 3 4 6 5 1 6 71 AH1 AH3 2

インフルエンザ 5 5 1 1 12
咽頭結膜熱 2 2
感染性胃腸炎 1 1 1 2 1 6
手足口病 2 2
咽頭炎・扁桃炎 3 1 2 1 7
肺・気管支炎 2 1 1 1 5
熱性疾患 1 1 1 3
SFTS 7 7
COVID-19 32 32
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結核が3件(松江圏域1件、雲南圏域1件、益田圏域1件)、日本紅斑熱が5件(松江圏域3

件、雲南圏域1件、出雲圏域1件)、レジオネラ症が1件(出雲圏域)、重症熱性血小板減

少症候群が1件(松江圏域)、アメーバ赤痢が2件(雲南圏域1件、浜田圏域1件)、梅毒が2件(松江圏域1件、浜田

圏域1件)、破傷風が1件(隠岐圏域)、侵襲性肺炎球菌感染症が2件(松江圏域1件、隠岐圏域1件)、カルバペネム

詳しくは、ホームページ https://www1.pref.shimane.lg.jp/contents/kansen/  をご覧ください。

性器クラミジア感染症が17件、性器ヘルペスウイルス感染症が1件、尖圭コンジローマが0件および淋菌感染症

○メチシリン耐性黄色ブドウ球菌感染症
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： (37.5)。増加傾向が続き、月初めの週(253件)から終わりの週(523件)には倍増しました。

インフルエンザからAH3型とAH1pdm型、咽頭結膜熱からアデノウイルス3型、肺・気管支炎からアデノウイル

R
S
V

すべてA型で、A香港(AH3)型と2009pdm(AH1)型の両方がほぼ同じ割合で検出されており、短

期間に2回罹患した例の報告もあります。コロナ禍による自粛などの影響でインフルエンザ

に対する集団免疫が低下していると考えられ、今シーズンは昨シーズンを凌駕する大流行

：(5.2)。9月に比べ倍増しました。比較的元気が良いにも関わらず高熱が持続する疾患で
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島根県保健環境科学研究所
島根県感染症情報センター

Tel :0852-36-8184
Fax:0852-36-8356

過去５年間の発生推移（2018年10月～2023年10月：月４週で換算）
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過去５年間の発生推移（2018年10月～2023年10月：月４週で換算）

https://www1.pref.shimane.lg.jp/contents/kansen/


島根県感染症発生動向調査情報　（定点把握疾患：月集計）
島根県感染症情報センター

2023年 10月 令和5年10月2日～令和5年10月29日 （島根県保健環境科学研究所）

県 圏　　域　　別

区　分 合計 男 女 松江 雲南 出雲 大田 浜田 益田 隠岐 6M 12M 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10- 20- 7月 8月 9月 10月

インフル/コロナ定点数 38 11 3 9 3 5 5 2

インフルエンザ 1423 764 659 838 64 158 44 279 25 15 6 9 28 30 46 67 79 84 102 108 108 514 242 37 184 547 1423

COVID-19 402 198 204 100 32 82 19 94 33 42 6 7 12 9 9 5 9 4 7 8 11 58 257 1563 2459 1805 402

小児科定点数 23 7 2 5 2 3 3 1

RSウイルス感染症 6 5 1 5 - 1 - - - - 1 1 4 - - - - - - - - - - 533 194 27 6

咽頭結膜熱 119 60 59 14 5 54 8 37 1 - 3 9 26 18 16 19 15 5 2 1 2 1 2 24 20 58 119

Ａ群溶連菌咽頭炎 85 42 43 20 - 47 2 9 4 3 - - 1 3 8 7 13 8 13 7 6 10 9 34 51 56 85

感染性胃腸炎 361 190 171 98 40 137 - 39 47 - 2 27 98 42 34 26 28 26 18 10 11 25 14 428 300 307 361

水  痘 5 4 1 2 - 2 - 1 - - - - - - 1 - - - - 1 1 1 1 5 8 3 5

手足口病 161 87 74 14 5 38 18 44 42 - 2 18 57 31 13 17 9 9 - 2 1 1 1 513 349 297 161

伝染性紅斑 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 -

突発性発疹 26 19 7 8 - 12 - 1 5 - - 2 20 3 - - 1 - - - - - - 33 34 28 26

ヘルパンギーナ 12 7 5 1 1 3 1 5 1 - - 2 3 4 1 2 - - - - - - - 261 99 34 12

流行性耳下腺炎 2 2 - 2 - - - - - - - - - - - - - 1 - 1 - - - 6 1 5 2

眼科定点数 3 1 1 1

急性出血性結膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

流行性角結膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - - -

基幹定点数 8 1 1 2 1 1 1 1 0歳 1- 5- 10- 15- 20- 25- 30- 35- 40- 45- 50- 60-

細菌性髄膜炎 1 - 1 - - 1 - - - - 1 - - - - - - - - - - - - 2 - - 1

無菌性髄膜炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 2 1 -

マイコプラズマ肺炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

クラミジア肺炎 - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

感染性胃腸炎（ロタ） - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

※月の週数により補正しています。

報告数推移
※



島根県感染症発生動向調査情報　（STD定点・基幹病院定点報告：月報） 島根県感染症情報センター

2023年 10月 令和5年10月 （島根県保健環境科学研究所）

県 　年　齢　区　分 　過　去　報　告　数　（月） (今月)

区　分 合計 男 女 東部中部西部隠岐0- 10- 20- 30- 40- 50- 60- 70- 10 11 12 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10月

STD定点 6 2 2 2 0 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6 6

性器クラミジア感染症 17 15 2 10 5 2 - - 1 10 2 2 1 1 - 6 6 14 12 2 5 13 15 16 17 15 20 17

性器ヘルペスウイルス
感染症

1 1 - 1 - - - - - - 1 - - - - 1 1 - - 1 1 - - 1 1 1 1 1

尖圭コンジローマ - - - - - - - - - - - - - - - - 1 - 2 - 2 - 2 2 1 - - -

淋菌感染症 6 6 - 2 2 2 - - - 2 - 2 1 1 - 4 9 6 4 5 5 1 5 5 3 4 3 6

基幹病院定点 8 1 3 3 1 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8 8

メチシリン耐性
黄色ブドウ球菌感染症

23 15 8 3 13 7 - 1 - - 1 2 1 2 16 28 19 21 29 24 14 23 20 15 19 22 28 23

ペニシリン耐性
肺炎球菌感染症

- - - - - - - - - - - - - - - - - - 2 1 - - - - 1 1 - -

薬剤耐性
緑膿菌感染症

- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -

1
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ＳＴＤ感染症の推移 性器クラミジア

性器ヘルペス

尖圭コンジローマ

淋菌感染症

（件）
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薬剤耐性菌感染症の推移 ＭＲＳＡ

耐性肺炎球菌

耐性緑膿菌

（件）


